
や
川
辺
地
域
へ
周
遊
さ
せ
る
た
め
に
、地

元
関
係
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
受
入
環

境
を
整
備
し
ま
す
。

　

交
流
推
進
に
つ
い
て
は
、全
国
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト
が
本
年
度
川
辺
町
で

開
催
さ
れ
る
た
め
、効
果
の
あ
る
イ
ベ
ン

ト
に
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

人
と
物
の
交
流
を

促
進
す
る

社
会
基
盤
づ
く
り

　

道
路
に
つ
い
て
は
、計
画
的
に
整
備
・

補
修
を
行
い
、地
域
住
民
と
の
協
働
に

よ
り
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。ま

た
、南
薩
縦
貫
道
の
知
覧
道
路
お
よ
び

霜
出
道
路
が
一
部
区
間
を
除
き
開
通
し

ま
し
た
が
、国
、県
道
に
つ
い
て
は
、今
後

も
積
極
的
に
国
、県
に
働
き
か
け
整
備

促
進
に
努
め
ま
す
。

　

公
園
に
つ
い
て
は
、平
成
32
年
に
開
催

さ
れ
る
鹿
児
島
国
民
体
育
大
会
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
会
場
と
な
っ
て
い
る
知
覧
平

和
公
園
と
諏
訪
運
動
公
園
を
計
画
的
に

整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
な
食
の
提
供
と

未
来
を
支
え
る

農
業
の
ま
ち
づ
く
り

　

国
が
掲
げ
る
新
た
な「
農
政
新
時
代
」

に
対
応
す
る
た
め
、国
の
動
向
を
注
視

し
、農
業
生
産
者
が
安
心
し
て
生
産
に

取
り
組
め
る
よ
う
、農
業
の
体
質
強
化

お
よ
び
経
営
安
定
・
供
給
の
た
め
支
援

施
策
を
積
極
的
に
導
入
・
推
進
し
、効
果

的
か
つ
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

茶
業
に
つ
い
て
は
、日
本
茶
の
供
給
基

地
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、茶

工
場
の
法
人
化
と
合
理
的
な
再
編
、茶

園
管
理
作
業
の
共
同
化
を
推
進
し
、輸

出
茶
を
視
野
に
入
れ
た
安
心
・
安
全
・
信

頼
性
の
高
い
茶
づ
く
り
な
ど
生
産
基
盤

を
強
化
し
ま
す
。ま
た
、「
知
覧
茶
」統
一

を
目
前
に
控
え
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　

畜
産
業
に
つ
い
て
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
施

策
を
注
視
し
、関
税
削
減
期
間
は
畜
産

物
の
国
内
産
価
格
の
下
落
も
懸
念
さ
れ

る
た
め
、国
産
の
優
位
性
確
保
と
体
質

強
化
対
策
に
加
え
、環
境
整
備
を
検
討

し
、畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の
検
討
・
導

入
を
図
り
ま
す
。

活
力
あ
る
人
と
物
が
動
く

新
た
な
産
業
づ
く
り

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、空
き
店
舗
を
利

用
し
た
魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
や
商
店
街
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
整

備
支
援
に
よ
り
、購
買
力
の
地
元
定
着

や
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

　

川
辺
仏
壇
産
業
に
つ
い
て
は
、後
継
者

育
成
、販
路
拡
大
な
ど
引
き
続
き
支
援

し
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、創
生
総
合
戦

略
に
も
取
り
込
み
、新
た
な
誘
致
や
既

存
立
地
企
業
の
規
模
拡
大
を
支
援
し
、

雇
用
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、平
和
学
習
と
農
家

体
験
、民
泊
環
境
の
連
携
を
図
り
、よ
り

多
く
の
教
育
旅
行
受
入
が
で
き
る
よ
う

誘
致
活
動
を
実
施
し
ま
す
。さ
ら
に
、訪

日
外
国
人
を
誘
致
す
る
た
め
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
な
ど
広
域
的
な
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、知
覧
地
域
の
観
光
客
を
頴
娃

南九州市長
塗 木  弘 幸

平
成
28
年
度
は
総
合
計
画
の

評
価
検
証
、ま
と
め
の
段
階
へ
入
っ

て
い
く
年
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、こ
れ
か
ら
の
人
口
問
題

に
対
応
し
て
い
く
た
め
、人
口
ビ

ジ
ョ
ン
で
示
す
将
来
の
展
望
を
踏

ま
え
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た
今

後
５
カ
年
の
目
標
や
施
策
の
基
本

的
方
向
を
具
体
的
に
ま
と
め
た
市

創
生
総
合
戦
略
を
、本
年
１
月
に

策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、総
合
計
画
と
創
生
総

合
戦
略
が
市
の
地
域
活
性
化
に
お

け
る
車
の
両
輪
と
な
り
、施
策
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。 平

成
28
年
度
施
政
方
針（
抜
粋
）
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安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る

生
活
環
境
づ
く
り

　

生
活
環
境
の
向
上
お
よ
び
公
衆
衛
生

の
推
進
に
つ
い
て
は
、指
宿
広
域
市
町
村

圏
組
合
で
建
設
し
て
い
る｢

新
ご
み
処
理

施
設｣

の
完
成
に
よ
る「
頴
娃
ご
み
処
理

施
設
」の
廃
止
に
よ
り
、頴
娃
地
域
の
搬

入
ご
み
対
策
と
し
て
、施
設
の
一
部
を
利

用
し
た
市
営
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、枕
崎
市
、日
置
市
、南
さ
つ
ま

市
、南
九
州
市
で
共
同
処
理
す
る
ご
み

処
理
施
設「
新
広
域
ご
み
処
理
施
設
」建

設
に
つ
い
て
は
、建
設
候
補
地
の
決
定
に

向
け
組
合
お
よ
び
構
成
市
と
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

　

生
息
域
を
拡
大
し
て
い
る
ヤ
ン
バ
ル

ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
対
策
に
つ
い
て
は
、市
民

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、家
屋
侵
入

防
止
薬
剤
の
購
入
に
対
す
る
支
援
を
引

き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

い
き
い
き
と

健
や
か
に
暮
ら
せ
る

健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
保
健
・
医
療
に
つ
い
て
は
、昨
年

度
に
引
き
続
き
脂
肪
減
量
事
業
を
実
施

し
、食
生
活
の
改
善
や
運
動
を
日
常
生

活
に
取
り
入
れ
て
も
ら
い
、健
康
寿
命

を
延
ば
す
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

は
、新
規
事
業
と
し
て
妊
婦
の
歯
科
検

診
を
実
施
し
、低
体
重
児
出
産
や
早
産

の
予
防
に
努
め
ま
す
。

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、従
来
の

保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
可
外
保
育
施
設
か

ら
5
つ
の
施
設
が
認
定
こ
ど
も
園
に
移

行
し
、教
育
・
保
育
を
保
護
者
が
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。今
後
は
さ
ら

に
市
内
各
施
設
と
連
携
し
、子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
育
つ
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
さ
せ
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
で
は
、平
成
29
年
度

か
ら
実
施
す
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
の
構
築
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

心
の
豊
か
さ
と

創
造
力
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　

頴
娃
地
区
中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て

は
、新
中
学
校
の
校
舎
増
築
工
事
な
ど

の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

知
覧
特
攻
平
和
会
館
で
は
、資
料
の

劣
化
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、引
き

続
き
ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
の
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

協
働
と
自
立
に
よ
る

住
民
主
役
の

個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、地

域
自
治
組
織
の
機
能
強
化
に
向
け
て
人

材
の
育
成
を
行
い
、自
治
会
の
課
題
解

決
や
活
性
化
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
に
よ
り
、市
民
主
体
の
地
域

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
事
例
も
あ
り
、今

後
も
協
働
の
担
い
手
と
し
て
支
援
し
、市

民
活
動
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、地
方
交
付
税

の
合
併
算
定
替
に
よ
る
特
例
措
置
期
間

が
終
わ
り
、昨
年
度
か
ら
漸
減
措
置
期

間
に
入
っ
て
い
ま
す
。自
治
体
経
営
に
支

障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
国
に
お
い
て
は
、

急
激
な
交
付
税
の
減
額
に
対
す
る
緩
和

措
置
を
と
る
と
の
こ
と
で
す
が
、限
ら
れ

た
財
源
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
持
続
的
に
行
う
た
め
、社
会
経
済
状

況
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、堅
実
で
着

実
な
財
政
運
営
を
基
本
と
し
た
市
政
運

営
に
取
り
組
み
ま
す
。
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歳出
207億
6,938万
1千円

歳入
207億
6,938万
1千円

平成
28年度

平成
27年度

一 般 会 計 ２０７億　６，９３８万１千円 （対前年度比 ▲3.4％）
特別・企業会計 １３７億　８，７３９万７千円 （対前年度比 ＋2.2％）

平成 28年度　南九州市当初予算

九州市の平成28年度当初予算は、行政改革大綱、集中改革プランおよび中期財政計画（平成27年度改定版）
に基づき、長期的な視点に立った財政運営に努めるとともに、第一次南九州市総合計画の後期計画に位置付けら
れた諸施策を確実に推進するため、効率的で重点的な予算編成を行いました。特に平成28年度は、「子ども・子育
て支援の充実」、「教育施設の改修、整備」、「農業経営基盤の強化」および「茶業の振興」などに予算の重点的な配
分を行いました。
　一般会計の総額は、前年度比3.4％、7億3,761万9千円減の207億6,938万1千円となりました。また、一般会計
と６つの特別会計および企業会計（水道事業会計）を合わせた予算総額は、345億5,677万8千円で、前年度比
1.3％、4億3,786万5千円の減額となりました。

市民１人当たりが負担する市税
◎平成28年度当初予算を市民１人当たりに換算すると…

市税
3,349,142
（16.1）

人件費
4,140,084
（19.9）

扶助費
4,733,789
（22.8）

公債費
2,477,472
（11.9）

普通建設
事業費
2,000,092
（9.7）

普通建設
事業費
2,000,092
（9.7）

物件費
2,621,655
（12.6）

災害復旧費
4,490（0.0 ）

維持補修費
120,592（0.6）

積立金
107,066（0.5）

単位
千円
（％）

その他　12,600（0.1）

補助費等
2,044,366
（9.8）

繰出金
2,507,175
（12.1）

地方交付税
7,659,000
（36.9）交通安全対策

特別交付金
7,500（0.0）

依存財源
14,720,349（70.9）

義務的経費
11,351,345（54.6）

その他の経費
7,413,454（35.7）

投資的経費
2,004,582（9.7）

自主財源
6,049,032（29.1）

国庫支出金
2,787,052
（13.4）

国庫支出金
2,787,052
（13.4）

県支出金
1,854,997
（8.9）

県支出金
1,854,997
（8.9）

市債
1,549,300
（7.6）

市債
1,549,300
（7.6）

分担金及び負担金　247,339（1.2）
使用料及び手数料　473,498（2.3）
財産収入　82,538（0.4）
寄附金　8,875（0.0）
繰入金　1,553,141（7.5）
繰越金　200,000（1.0）
諸収入　134,499（0.6）
地方譲与税　300,200（1.5）
利子割交付金　4,600（0.0）
配当割交付金　6,700（0.0）
株式等譲渡所得割交付金　6,400（0.0）
地方消費税交付金　505,000（2.4）
ゴルフ場利用税交付金　10,900（0.1）
自動車取得税交付金　20,100（0.1）
地方特例交付金　8,600（0.0）

南

区　分

合　計

平成28年度 平成27年度 比　較
増減額 増減率

(注) 水道事業会計は、収益的支出および資本的支出の予定額の合計

（単位：千円、%）

一般会計
特別会計

水道事業会計

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険事業特別会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
公共下水道事業特別会計

20,769,381
13,033,700
7,150,000
548,300
4,832,000
288,400
76,500
138,500
753,697

34,556,778

21,507,000
12,766,900
6,950,400
566,400
4,729,000
279,900
78,500
162,700
720,743

34,994,643

▲ 737,619
266,800
199,600
▲ 18,100
103,000
8,500

▲ 2,000
▲ 24,200
32,954

▲ 437,865

▲ 3.4
2.1
2.9

▲ 3.2
2.2
3.0

▲ 2.5
▲ 14.9
4.6

▲ 1.3

総額   89,879円
※金額は、平成28年2月29日現在の住基人口
（37,209人）で計算しています。（鉱産税、
国有資産等所在市町村交付金は除く）

　歳出を目的別に見ると、最も大きな割合を占めるのが、市民の皆さんが安心して暮らすための福祉
の充実などに使われる民生費で、前年度に対し4.0ポイントの増で全体の34.5％を占めています。これ
は、私立保育所の運営に係る経費、年金生活者等支援臨時福祉給付金などの増によるものです。
　次に多いのは総務費で全体の12.0％を占め、以下は公債費、教育費、衛生費、農林水産業費、土木
費、消防費の順となっています。

市民１人当たりに使われるお金

〈歳入の状況（一般会計）〉

総額   558,183円
※金額は、平成28年2月29日現在の住基人口（37,209人）で計算
しています。 〈性質別歳出の状況（一般会計）〉

単位
千円
（％）

単位
千円
（％）

衛生費
1,888,126
（9.1）

公債費
2,477,472
（11.9）

教育費
2,072,387
（10.0）

農林水産業費
1,596,011
（7.7）

土木費
1,438,547
（6.9）

消防費
1,121,677
（5.4）

消防費
1,121,677
（5.4）

公債費
2,371,011
（11.0）

教育費
2,283,399
（10.7）

農林水産業費
2,076,520
（9.7）

土木費
1,502,720
（7.0）

消防費
1,183,867
（5.5）

消防費
1,183,867
（5.5）

〈目的別歳出の状況（一般会計）〉

◎平成28年度当初予算の歳入歳出状況

災害復旧費
4,490（0.0）

予備費
10,000（0.1）

諸支出金
107,351（0.5）

議会費
177,003（0.9）

商工費
209,919（1.0）

災害復旧費
6,932（0.0）

予備費
10,000（0.0）

諸支出金
107,985（0.5）

議会費
196,017（0.9）

商工費
234,103（1.1）

会計別の当初予算額

民生費
7,167,049
（34.5）

民生費
6,548,266
（30.5）

総務費
2,525,076
（11.7）

総務費
2,499,349
（12.0）

衛生費
2,461,104
（11.4）

その他
13,674円

消防費
30,145円

土木費
38,661円

市民税
31,258円

軽自動車税
3,809円

固定資産税
48,525円

市たばこ税
6,287円

TABACO
TABACO

総務費
67,171円

民生費
192,616円

衛生費
50,744円

公債費
66,583円

農林水産業費
42,893円

教育費
55,696円

　歳入は、国や県から交付されるお
金である「依存財源」と呼ばれるも
のが総額の70.9％を占めており、前
年度よりも依存財源の割合は1.4ポ
イント上がっています。依存財源の
うち、最も多いものは、地方自治体
が一定水準の行政サービスを保つ
ために国から交付される地方交付
税で、全体の36.9％を占めており、
以下、国庫支出金、県支出金、市債の
順となっています。
　一方、市が自ら賄えるお金である
「自主財源」のうち、最も多いもの
は、市民の皆さんが納められる市税
で、全体の16.1％を占め、財政調整
基金などの基金（貯金）からの取り
崩しである繰入金は、2.1ポイント減
少しました。

　歳出を性質別に見ると、扶助費、人件費および市債
（借金）の償還を行う公債費で「義務的経費」と呼ばれ
るものの割合が最も多く、全体の54.6％を占めてい
ます。
　扶助費については、全体の22.8％を占め、前年度よ
り4.2ポイント増加しましたが、これは私立保育所運
営費、年金生活者等支援臨時福祉給付金などの増に
よるものです。
　基盤整備や道路整備、学校施設の整備など「投資
的経費」と呼ばれる経費は全体の9.7％となり、前年
度に対し3.5ポイントの減となりましたが、市道単独
整備事業費などの減によるものです。
　補助費等については、全体の9.8％を占め、前年度
に対し2.1ポイント減少しましたが、汚泥再生処理施
設整備に伴う南薩地区衛生管理組合への負担金など
の減によるものです。
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歳出
207億
6,938万
1千円

歳入
207億
6,938万
1千円

平成
28年度

平成
27年度

一 般 会 計 ２０７億　６，９３８万１千円 （対前年度比 ▲3.4％）
特別・企業会計 １３７億　８，７３９万７千円 （対前年度比 ＋2.2％）

平成 28年度　南九州市当初予算

九州市の平成28年度当初予算は、行政改革大綱、集中改革プランおよび中期財政計画（平成27年度改定版）
に基づき、長期的な視点に立った財政運営に努めるとともに、第一次南九州市総合計画の後期計画に位置付けら
れた諸施策を確実に推進するため、効率的で重点的な予算編成を行いました。特に平成28年度は、「子ども・子育
て支援の充実」、「教育施設の改修、整備」、「農業経営基盤の強化」および「茶業の振興」などに予算の重点的な配
分を行いました。
　一般会計の総額は、前年度比3.4％、7億3,761万9千円減の207億6,938万1千円となりました。また、一般会計
と６つの特別会計および企業会計（水道事業会計）を合わせた予算総額は、345億5,677万8千円で、前年度比
1.3％、4億3,786万5千円の減額となりました。

市民１人当たりが負担する市税
◎平成28年度当初予算を市民１人当たりに換算すると…

市税
3,349,142
（16.1）

人件費
4,140,084
（19.9）

扶助費
4,733,789
（22.8）

公債費
2,477,472
（11.9）

普通建設
事業費
2,000,092
（9.7）

普通建設
事業費
2,000,092
（9.7）

物件費
2,621,655
（12.6）

災害復旧費
4,490（0.0 ）

維持補修費
120,592（0.6）

積立金
107,066（0.5）

単位
千円
（％）

その他　12,600（0.1）

補助費等
2,044,366
（9.8）

繰出金
2,507,175
（12.1）

地方交付税
7,659,000
（36.9）交通安全対策

特別交付金
7,500（0.0）

依存財源
14,720,349（70.9）

義務的経費
11,351,345（54.6）

その他の経費
7,413,454（35.7）

投資的経費
2,004,582（9.7）

自主財源
6,049,032（29.1）

国庫支出金
2,787,052
（13.4）

国庫支出金
2,787,052
（13.4）

県支出金
1,854,997
（8.9）

県支出金
1,854,997
（8.9）

市債
1,549,300
（7.6）

市債
1,549,300
（7.6）

分担金及び負担金　247,339（1.2）
使用料及び手数料　473,498（2.3）
財産収入　82,538（0.4）
寄附金　8,875（0.0）
繰入金　1,553,141（7.5）
繰越金　200,000（1.0）
諸収入　134,499（0.6）
地方譲与税　300,200（1.5）
利子割交付金　4,600（0.0）
配当割交付金　6,700（0.0）
株式等譲渡所得割交付金　6,400（0.0）
地方消費税交付金　505,000（2.4）
ゴルフ場利用税交付金　10,900（0.1）
自動車取得税交付金　20,100（0.1）
地方特例交付金　8,600（0.0）

南

区　分

合　計

平成28年度 平成27年度 比　較
増減額 増減率

(注) 水道事業会計は、収益的支出および資本的支出の予定額の合計

（単位：千円、%）

一般会計
特別会計

水道事業会計

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険事業特別会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
公共下水道事業特別会計

20,769,381
13,033,700
7,150,000
548,300
4,832,000
288,400
76,500
138,500
753,697

34,556,778

21,507,000
12,766,900
6,950,400
566,400
4,729,000
279,900
78,500
162,700
720,743

34,994,643

▲ 737,619
266,800
199,600
▲ 18,100
103,000
8,500

▲ 2,000
▲ 24,200
32,954

▲ 437,865

▲ 3.4
2.1
2.9

▲ 3.2
2.2
3.0

▲ 2.5
▲ 14.9
4.6

▲ 1.3

総額   89,879円
※金額は、平成28年2月29日現在の住基人口
（37,209人）で計算しています。（鉱産税、
国有資産等所在市町村交付金は除く）

　歳出を目的別に見ると、最も大きな割合を占めるのが、市民の皆さんが安心して暮らすための福祉
の充実などに使われる民生費で、前年度に対し4.0ポイントの増で全体の34.5％を占めています。これ
は、私立保育所の運営に係る経費、年金生活者等支援臨時福祉給付金などの増によるものです。
　次に多いのは総務費で全体の12.0％を占め、以下は公債費、教育費、衛生費、農林水産業費、土木
費、消防費の順となっています。

市民１人当たりに使われるお金

〈歳入の状況（一般会計）〉

総額   558,183円
※金額は、平成28年2月29日現在の住基人口（37,209人）で計算
しています。 〈性質別歳出の状況（一般会計）〉

単位
千円
（％）

単位
千円
（％）

衛生費
1,888,126
（9.1）

公債費
2,477,472
（11.9）

教育費
2,072,387
（10.0）

農林水産業費
1,596,011
（7.7）

土木費
1,438,547
（6.9）

消防費
1,121,677
（5.4）

消防費
1,121,677
（5.4）

公債費
2,371,011
（11.0）

教育費
2,283,399
（10.7）

農林水産業費
2,076,520
（9.7）

土木費
1,502,720
（7.0）

消防費
1,183,867
（5.5）

消防費
1,183,867
（5.5）

〈目的別歳出の状況（一般会計）〉

◎平成28年度当初予算の歳入歳出状況

災害復旧費
4,490（0.0）

予備費
10,000（0.1）

諸支出金
107,351（0.5）

議会費
177,003（0.9）

商工費
209,919（1.0）

災害復旧費
6,932（0.0）

予備費
10,000（0.0）

諸支出金
107,985（0.5）

議会費
196,017（0.9）

商工費
234,103（1.1）

会計別の当初予算額

民生費
7,167,049
（34.5）

民生費
6,548,266
（30.5）

総務費
2,525,076
（11.7）

総務費
2,499,349
（12.0）

衛生費
2,461,104
（11.4）

その他
13,674円

消防費
30,145円

土木費
38,661円

市民税
31,258円

軽自動車税
3,809円

固定資産税
48,525円

市たばこ税
6,287円

TABACO
TABACO

総務費
67,171円

民生費
192,616円

衛生費
50,744円

公債費
66,583円

農林水産業費
42,893円

教育費
55,696円

　歳入は、国や県から交付されるお
金である「依存財源」と呼ばれるも
のが総額の70.9％を占めており、前
年度よりも依存財源の割合は1.4ポ
イント上がっています。依存財源の
うち、最も多いものは、地方自治体
が一定水準の行政サービスを保つ
ために国から交付される地方交付
税で、全体の36.9％を占めており、
以下、国庫支出金、県支出金、市債の
順となっています。
　一方、市が自ら賄えるお金である
「自主財源」のうち、最も多いもの
は、市民の皆さんが納められる市税
で、全体の16.1％を占め、財政調整
基金などの基金（貯金）からの取り
崩しである繰入金は、2.1ポイント減
少しました。

　歳出を性質別に見ると、扶助費、人件費および市債
（借金）の償還を行う公債費で「義務的経費」と呼ばれ
るものの割合が最も多く、全体の54.6％を占めてい
ます。
　扶助費については、全体の22.8％を占め、前年度よ
り4.2ポイント増加しましたが、これは私立保育所運
営費、年金生活者等支援臨時福祉給付金などの増に
よるものです。
　基盤整備や道路整備、学校施設の整備など「投資
的経費」と呼ばれる経費は全体の9.7％となり、前年
度に対し3.5ポイントの減となりましたが、市道単独
整備事業費などの減によるものです。
　補助費等については、全体の9.8％を占め、前年度
に対し2.1ポイント減少しましたが、汚泥再生処理施
設整備に伴う南薩地区衛生管理組合への負担金など
の減によるものです。
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販
売
な
ど
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
商
工

会
イ
ベ
ン
ト
対
策
補
助
、
商
工
振
興
利

子
補
給
補
助
お
よ
び
商
店
街
活
性
化

対
策
（
空
き
店
舗
活
用
）
に
対
す
る
補

助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
川
辺
仏
壇
振
興
費

７
５
３
万
円

仏
壇
産
業
振
興
の
た
め
、
工
芸
品
コ
ン

ク
ー
ル
や
販
路
拡
大
補
助
お
よ
び
後

継
者
育
成
の
た
め
の
資
金
貸
与
を
行
い

ま
す
。

■
交
流
推
進
費

１
７
２
９
万
円

全
国
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト
鹿
児
島

川
辺
２
０
１
６
ほ
か
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

対
す
る
事
業
負
担
金
な
ど
。

■
観
光
振
興
費

２
１
１
２
万
円

全
国
小
京
都
会
議
な
ど
へ
の
参
加
や
姉

妹
・
交
流
都
市
と
の
交
流
を
推
進
し
、

本
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、

あ
わ
せ
て
知
覧
ね
ぷ
た
祭
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
に
補
助
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
個
性
と

特
色
の
あ
る

観
光
地
づ
く

り
を
目
指
し

ま
す
。

基
幹
水
利
施
設
を
適
切
に
管
理
し
、
安

定
的
な
か
ん
が
い
水
の
供
給
を
図
り

ま
す
。

■
基
盤
整
備
促
進
事

業
費５

０
９
７
万
円

未
整
備
の
農
道
、

水
路
な
ど
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

■
農
地
防
災
事
業
費

１
４
４
０
万
円

農
道
整
備
お
よ
び
集
水
路
・
承
水
路

整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
低
コ
ス
ト
防
除
装
置
導
入
事
業
費

８
６
５
万
円

農
薬
散
布
量
を
大
幅
に
軽
減
す
る
装
置

整
備
に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
茶
産
地
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
条
件
整
備

事
業
費

1
億
４
５
２
４
万
円

荒
茶
加
工
施
設
な
ど
の
機
能
性
向
上
を

図
る
た
め
の
整
備
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営
農
対
策

事
業
費（
茶
業
）

３
０
２
８
万
円

安
心・安
全
な
食
の
提
供
と

未
来
を
支
え
る

農
業
の
ま
ち
づ
く
り

■
農
業
人
材
育
成
事
業
費４

３
６
８
万
円

農
業
後
継
者
育
成
確
保
奨
励
金
お
よ

び
青
年
就
農
給
付
金
を
給
付
し
、
本
市

の
農
業
を
担
う
有
能
な
人
材
の
育
成
お

よ
び
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
費

1
億
１
４
８
１
万
円

地
域
が
取
り
組
む
農
地
な
ど
の
維
持
管

理
お
よ
び
施
設
な
ど
の
長
寿
命
化
へ
の

活
動
に
対
す
る
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
機
構
集
積
協
力
金
交
付
事
業
費

１
１
７
０
万
円

農
地
中
間
管
理
機
構
に
対
し
、
農
地
を

貸
し
付
け
た
地
域
お
よ
び
個
人
を
支
援

す
る
こ
と
に
よ
り
、
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
・
集
約
化
を
加
速
し
、
地
域
農

業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

■
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
費

９
７
５
６
万
円

南
薩
畑
地
か
ん
が
い
事
業
で
整
備
し
た

桜
島
の
降
灰
に
よ

る
被
害
軽
減
（
茶

摘
採
機
能
付
降

灰
除
去
機
）
の
整

備
に
補
助
を
行
い

ま
す
。

■
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
活
動
事
業
費

９
５
万
円

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
な
ど
へ
の
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
捕
獲
要
請
に
即

時
に
対
応
す
る
民
間
隊
員
に
よ
る
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
を
設
置
し
ま
す
。

■
林
道
開
設
事
業
費

４
２
４
５
万
円

伐
採
、
間
伐
な
ど
の
林
業
生
産
活
動
の

活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
林
道
を
開
設

し
ま
す
。（
林
道
辨
才
天
線
）

活
力
あ
る
人
と
物
が
動
く

新
た
な
産
業
づ
く
り

■
商
工
総
務
費

２
１
５
５
万
円

商
工
業
振
興
の
た
め
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
・

　

南
九
州
市
で
は
、「
自
然
豊
か
で
創
造
と
活
力
に
満
ち　

く
ら
し
と

い
の
ち
が
輝
く
＂こ
こ
ろ
＂や
す
ら
ぐ
ま
ち
」を
目
標
と
し
て
、南
九
州

市
総
合
計
画
に
基
づ
き
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
ち
づ
く
り

の
基
本
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
７
つ
の
体
系
に
沿
っ
て
、

平
成
28
年
度
の
主
要
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

主
要
事
業

Ⅱ

Ⅰ
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人
と
物
の
交
流
を

促
進
す
る

社
会
基
盤
づ
く
り

■
道
路
維
持
費

2
億
３
１
０
万
円

市
道
お
よ
び
権
限
移
譲
に
よ
る
知
覧
管

内
の
国
・
県
道
の
維
持
管
理
を
行
う
ほ

か
、
市
道
の
局
部
的
な
改
良
・
舗
装
を

行
い
ま
す
。

■
市
道
単
独
整
備
事
業
費８

１
３
７
万
円

上
大
久
保
大
窪
線
ほ
か
５
路
線
の
市
道

改
良
、
路
盤
整
備
な
ど
を
行
い
、
環
境

整
備
と
交
通
の
安
全
を
図
り
ま
す
。

■
市
道
補
助
整
備
事
業
費

3
億
８
８
７
５
万
円

橋
梁
修
繕
、
木
佐
貫
原
上
線
ほ
か
５

路
線
の
市
道
改
良
、
路
盤
整
備
な
ど
を

行
い
ま
す
。

■
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
費

９
３
９
０
万
円

知
覧
平
和
公
園
陸
上
競
技
場
お
よ
び

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
ト
イ
レ
改
築
工

事
、
陸
上
競
技
場
防
球
フ
ェ
ン
ス
新
設

工
事
を
行
い
ま
す
。

■
バ
ス
対
策
事
業
費

５
８
２
３
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
ひ
ま
わ
り
バ
ス
）

や
地
域
間
幹
線
バ
ス
路
線
確
保
の
た
め

の
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
移
住
定
住
促
進
対
策
事
業
費

３
７
２
４
万
円

移
住
定
住
を
促
進
し
、
出
身
地
域
へ
の

回
帰
に
よ
る
自
治
会
活
性
化
に
資
す
る

た
め
の
住
宅
取
得
な
ど
へ
の
助
成
や
市

内
工
業
系
高
校
生
を
対
象
と
し
た
誘
致

企
業
へ
の
見
学
会
お
よ
び
出
会
い
応
援

事
業
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
設
置
事
業
費

６
９
３
万
円

地
域
お
こ
し
の
支
援
を
行
う
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
設
置
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

や
地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
・
Ｐ
Ｒ
な

ど
を
行
い
ま
す
。

安
全
で

う
る
お
い
の
あ
る

生
活
環
境
づ
く
り

■
不
快
害
虫
対
策
費

２
０
７
６
万
円

不
快
害
虫
ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
の

駆
除
お
よ
び
蔓
延
防
止
、
生
息
地
拡

大
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

■
地
方
改
善
施
設
整
備
事
業
費

１
２
３
０
万
円

地
区
内
の
排
水
路
の
整
備
を
行
い
、
生

活
環
境
と
公
衆
衛
生
の
改
善
を
図
り
ま

す
。（
川
辺
平
山
下
地
区
）

■
清
掃
総
務
費

4
億
３
０
１
７
万
円

指
宿
広
域
市
町
村

圏
組
合
（
新
ご
み

処
理
施
設
整
備
費

な
ど
）
や
南
薩
地

区
衛
生
管
理
組
合

へ
の
負
担
金
。

■
浄
化
槽
設
置
整

備
事
業
費

７
８
２
３
万
円

生
活
雑
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水

質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
に
係
る
経
費
を
助
成
し

ま
す
。

■
放
送
施
設
整
備
費

１
６
９
４
万
円

自
治
会
内
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
放
送
施
設
整
備
に
対
す
る
助
成
を
行

い
ま
す
。

■
広
域
消
防
組
合
費

7
億
７
７
１
万
円

消
防
署
、
分
遣
所
の
管
理
費
お
よ
び
消

防
車
両
な
ど
の
更
新
な
ら
び
に
職
員
に

要
す
る
指
宿
南
九
州
消
防
組
合
へ
の
負

担
金
。

■
消
防
施
設
費

９
９
１
４
万
円

災
害
発
生
時
に
備

え
、
消
防
水
利
や

施
設
、
資
機
材
な

ど
の
整
備
（
女
性

消
防
団
員
用
小

型
動
力
ポ
ン
プ
購

入
、
消
防
ポ
ン
プ

車
更
新
な
ど
）
を

行
い
、
消
防
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
災
害
対
策
費

1
億
９
７
２
９
万
円

災
害
対
策
に
要
す
る
会
議
、
訓
練
、
調

査
、
警
戒
活
動
費
の
ほ
か
、
既
存
の
防

災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
の
保
守
、
計
画

的
な
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
整

備
（
川
辺
地
区
の
施
設
整
備
を
平
成
28

年
度
か
ら
２
カ
年
で
実
施
）
な
ど
を
行

い
ま
す
。
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■
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
費

３
５
３
８
万
円

一
時
預
か
り
保
育
、
延
長
保
育
を
実
施

す
る
保
育
所
へ

補
助
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
地

域
子
育
て
支
援

拠
点
事
業
に
対

す
る
助
成
な
ど

を
行
い
ま
す
。

■
児
童
手
当
支
給
事
業
費

5
億
４
３
８
４
万
円

中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童
に
対
し
、
児

童
手
当
の
支
給
を
行
い
ま
す
。

■
出
生
祝
金
支
給
関
係
費１

０
３
０
万
円

子
ど
も
の
誕
生
を
お
祝
い
し
、
子
育
て

を
支
援
し
ま
す
。（
第
2
子
に
5
万
円
、

第
3
子
以
降
に
10
万
円
）

■
障
害
児
保
育
事
業
費

３
６
３
万
円

障
害
児
保
育
を
実
施
す
る
保
育
所
へ
補

助
を
行
い
ま
す
。

■
妊
婦
健
康
診
査
関
係
費２

５
９
７
万
円

妊
婦
の
健
康
保
持
を
図
る
た
め
、
妊
婦

健
康
診
査
（
公
費
負
担
14
回
分
）
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
新
規
に
妊
婦
歯

周
疾
患
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

■
特
別
障
害
者
手
当
等
給
付
事
業
費

３
２
８
９
万
円

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
を
支
給
し

ま
す
。

■
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費

４
６
８
８
万
円

平
成
28
年
度
の
市
民
税
（
均
等
割
）
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
一
人
に
つ
き
、

３
０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

■
年
金
生
活
者
等
支
援（
低
所
得
高
齢

者
）給
付
金
事
業
費2億

４
６
２
３
万
円

平
成
27
年
度
の
市
民
税
（
均
等
割
）
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、
平
成
28
年

度
中
に
65
歳
以
上
と
な
る
方
一
人
に
つ

き
、
３
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

■
年
金
生
活
者
等
支
援（
障
害
遺
族
年

金
受
給
者
）給
付
金
事
業
費

３
７
１
６
万
円

平
成
28
年
度
の
市
民
税
（
均
等
割
）
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、
障
害
、
遺

族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
一
人

に
つ
き
、
３
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

い
き
い
き
と
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

健
康・福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

■
予
防
接
種
関
係
費

７
７
８
３
万
円

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象
に
Ｂ

Ｃ
Ｇ
、
麻
疹
・
風
疹
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
各
種
の
予
防
接
種
を
実
施
し
、

公
衆
衛
生
の
向
上
お
よ
び
健
康
の
維
持

を
図
り
ま
す
。

■
検
診
事
業
費（
各
種
が
ん
等
検
診
費
）

４
６
７
８
万
円

胃
が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
検
診

な
ど
を
実
施
し
、
疾
病
の
早
期
発
見
と

市
民
の
健
康
維
持
の
一
助
と
し
ま
す
。

■
脂
肪
減
量
事
業
費

１
４
９
万
円

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
運
動
教
室
な

ど
を
開
催
し
、
運
動
を
日
常
に
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
体
脂
肪
量
な
ど
の

減
量
を
目
指
し
ま
す
。

■
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
費

1
億
６
０
９
万
円

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
の
保
険
診
療
分

の
負
担
額
を
全

額
助
成
し
、
疾

病
の
早
期
発
見

と
早
期
治
療
を

促
進
し
、
子
育
て

を
支
援
し
ま
す
。

■
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
費

２
０
０
万
円

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
特
定
不

妊
治
療
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

■
放
課
後
児
童
対
策
事
業
費５

６
０
９
万
円

小
学
生
の
健
全
育
成
の
た
め
、
児
童
ク

ラ
ブ
を
実
施
す
る
団
体
な
ど
へ
補
助
を

行
い
ま
す
。

■
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
費

９
２
９
万
円

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
に
日
常
生

活
活
動
や
趣
味
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。

■
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
費

1
億
５
０
０
０
万
円

重
度
心
身
障
害
者
の
健
康
保
持
増
進

を
図
る
た
め
、
医
療
に
要
し
た
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

■
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
費

１
０
億
９
７
３
０
万
円

障
害
者
な
ど
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
対
し
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業
費

３
５
４
４
万
円

障
害
者
な
ど
が
地
域
で
の
自
立
し
た
生

活
を
営
め
る
よ
う
相
談
支
援
や
移
動
支

援
、
創
作
的
活
動
な
ど
の
機
会
を
提
供

し
ま
す
。
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決
や
魅
力
づ
く
り
に
対
す
る
支
援
を
行

い
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
支
援
自
動
販
売
機
基
金
費

２
８
８
万
円

ま
ち
づ
く
り
支
援
自
動
販
売
機
に
よ
り

生
じ
た
寄
附
金
を
基
金
に
積
み
立
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
経
費
に
役
立
て
ま
す
。

■
庁
舎
管
理
費

５
９
１
８
万
円

3
庁
舎
の
維
持
管
理
や
保
守
点
検
な
ど

を
行
い
ま
す
。

■
元
金
償
還
金

２
２
億
５
４
４
３
万
円

■
利
子
償
還
金

2
億
２
３
０
４
万
円

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
借

り
入
れ
た
市
債
（
借
金
）
の
返
済
を
行

い
ま
す
。

Ⅵ
心
の
豊
か
さ
と
創
造
力
を
育
む

教
育・文
化
の
ま
ち
づ
く
り

■
小
学
校
教
育
振
興
事
業
費

1
億
２
４
９
１
万
円

小
学
校
の
教
育
振
興
、
特
別
支
援
教

育
支
援
員
や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
小
学
校
施
設
管
理
費

７
５
９
０
万
円

小
学
校
の
良
好
な
教
育
環
境
保
持
の
た

め
、
施
設
維
持
修
繕
・
改
修
工
事
な

ど
を
行
い
ま
す
。

■
学
校
施
設
環
境
改

善
交
付
金
事
業
費

1
億
７
９
８
３
万
円

川
辺
小
学
校
屋
内
運

動
場
の
大
規
模
改
造

工
事
を
行
い
ま
す
。

■
中
学
校
教
育
振
興
事
業
費５

２
５
７
万
円

中
学
校
の
教
育
振
興
、
特
別
支
援
教

育
支
援
員
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
頴
娃
地
区
統
合
中
学
校
整
備
事
業
費

３
５
９
９
万
円

頴
娃
地
区
統
合
中
学
校
校
舎
増
築
設

計
お
よ
び
敷
地
平
面
図
作
成
業
務
を
行

い
ま
す
。

■
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
費

２
８
１
万
円

市
内
各
小
学
校
で
放
課
後
や
土
日
に
学

■
世
界
記
憶
遺
産
推
進
費３

８
２
５
万
円

特
攻
隊
員
が
書
き
残
し
た
遺
書
や
手
紙

の
レ
プ
リ
カ

作
成
に
よ
り

永
久
に
保
存

し
、
世
界
恒

久
平
和
に
向

け
た
情
報
の

発
信
を
行
い

ま
す
。

協
働
と
自
立
に
よ
る
住
民
主
役

の
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り

■
行
政
嘱
託
員
関
係
費1億

１
８
１
７
万
円

行
政
事
務
遂
行
の
た
め
の
行
政
嘱
託
員

設
置
の
経
費
な
ど
に
よ
り
自
治
会
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

■
自
治
会
関
係
費

３
２
１
８
万
円

自
治
会
集
会
施
設
な
ど
の
整
備
補
助
、

自
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
奨
励
金
な
ど

に
よ
り
自
治
会
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
事
業
費

１
９
０
万
円

自
治
会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
や
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
が
実

践
す
る
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
課
題
の
解

習
活
動
や
体
験
活
動
な
ど
を
実
施
し
、

放
課
後
や
週
末
の
子
ど
も
の
安
全
な
居

場
所
を
作
り
ま
す
。

■
校
区・地
区
公
民
館
費

８
２
９
５
万
円

校
区
・
地
区
公
民
館
の
円
滑
な
運
営
を

行
い
ま
す
。

■
社
会
体
育
推
進
費

１
２
１
１
万
円

ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
市
民
体
育
大
会
お
よ

び
駅
伝
競
走
大
会
な
ど
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
社
会
体
育
施
設
の
整
備
と
円

滑
な
管
理
を
行
い
ま
す
。

■
図
書
館
管
理
運
営
経
費７

４
２
５
万
円

図
書
館
（
室
）
お
よ
び
移
動
図
書
館
の

円
滑
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
対
策
事
業
費

９
９
７
万
円

伝
統
的
建
造
物
群
の
保
存
の
た
め
の
修

理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
事
業
費

１
６
３
２
万
円

「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジfrom

知
覧
」

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
平

和
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

■
知
覧
特
攻
平
和
会
館
管
理
費

1
億
４
９
７
万
円

屋
外
展
示
飛
行
機
「
隼
」
補
修
お
よ

び
誘
客
活
動
の
ほ
か
、
会
館
・
遺
品
・

戦
跡
・
石
燈
籠
の
管
理
を
行
い
ま
す
。
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